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しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ラマダーン は クルアーン の つき です。 わたしたち の しんせい な しょ で ある せいクルアーン が、 よげんしゃムハンマド 
(saw) に けいじ される はじまり の つき です。 ラマダーン は、 じかん と くうかん、 そして すべて の ひとびと を けいじ の 
ひかり が てらす つき です。 わたしたち の しゅ (swt) は、 アル＝バカラしょう に おいて つぎ の ように つげて おられ ます。 
「ラマダーンづき は、 ひとびと の みちびき と して、 また みちびき の めいはく な あかし と きはん と して クルアーン 
が くだされた つき。」1  ラマダーン には クルアーン を ろうどく し、 その ちえ を みずから の せいかつ に とりいれる こと が  
もとめられ ます。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
ラマダーン は さいかい の つき です。 さいかい は しんしん りょうめん を やしない、 いっぽう で すこやかさ を、 もう いっぽう 
で へいあん を もたらす と いう どくとく の すうはい の ありかた です。 さいかい は あく に たいする たて の はたらき を   
します。 わたしたち の よげんしゃ (saw) は、 「あなたがた の うち だれか が さいかい を する ひ は、 ひん の ない   
ことば を はっしたり、 こえ を あらげたり して は ならない。 だれか が ののしったり、 あらそおう と したり しても、   
『わたし は さいかい を して いる』 と こたえる ように しなければ ならない」2  と かたって います。 ラマダーン は かんぜん 
な さいかい に まねいて おり、 それ は わたしたち を、 しんたいてき に だけ では なく、 あらゆる かたち での あく や つみ 
から きよめ ます。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ラマダーン は、 たすけあい と れんたい が さいこうちょう に たっする つき です。 つかのま の このよ に おける しょゆうぶつ を、 
ザカート、 サダカ など、 あらゆる かたち で の インファーク を とおして、 あのよ の ため の おわり なき ほうしゅう に かえる 
しゅくふく された つき です。 わたしたち の しゅ は、 فَھُوَ   شَيْءٍ  مِنْ  انَْفقَْتمُْ  ا      あなたがた が [ぜん の ため に]」   یخُْلِفھُُۚ وَمَٓ
ついやした もの は、 なんで あれ かの おかた が おぎなう だろう」3  と つげて おられ ます。 ラマダーン は、 わたしたち が 
もって いる もの を わかちあい、 もたざる ひとびと に よりそい、 おや を なくした こどもたち に えがお を もたらす よう    
わたしたち を まねいて います。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
ラマダーン は、 どうほうあい、 だんけつ、 れんたい の きずな が ふかまる つき です。 ですが ラマダーン・アル＝シャリーフ の  
こうふん を かんじて いる この ひび にも、 アル＝クッズ は いまなお かなしみ に くれ、 ガザ に は いぜん として りゅうけつ 
の さけび が ひび き、 ひがしトルキスタン では はくがい が つづいて いる とは、 なんという つらさ でしょう。 せかいじゅう の 
ムスリム に とり、 サフール の へいあん と イフタール の よろこび は、 いまだ て の とどかない ところ に あります。 じひ の  
つき である ラマダーン は、 はくがい に ちょくめん して いる きょうだい、 しまい に て を さしのべ、 ぶっしんりょうめん での   
もてる もの すべて を もって かれら を しえん する よう もとめて います。 
ほんじつ の ホトバ を、 よげんしゃ (saw) の つぎ の ハディース を もって おわり ます。 「アッラー は あなたがた に、   
ラマダーン の さいかい を めいじた。 そして わたし は あなたがた に、 その よる を いのって すごす こと を スンナ と 
した。 だれ で あれ しんこう と、 ほうしゅう へ の きぼう を もって さいかい を し、 その よる を いのり に ついやす  
もの は、 はは から うまれでる とき の ように、 つみ から たちあらわれる だろう。」4 
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